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福島県，安達太良山において，明治 33(1900) 年 7 月 17日に水蒸気噴火が発生した．
噴火が発生した山頂部の沼ノ平では，当時，硫黄の採掘・精錬が行われており，作業
員とその家族の居住棟も設けられていた．この噴火では火砕サージが発生し，その流
下方向が避難経路と同じであったことから，避難中の乳幼児を含む多数が被災した．
また，沼ノ平底部が陥没し，鉱山施設と共に従業員らが巻き込まれた．死者・行方不
明者は 80 名を超え，被災後救命された者は 4 名，噴火直前に作業場から無事に避難
できた者は 1 名に過ぎない．写真は，噴火の 1 年後に健立されたもので，写真右の石
碑は行方不明となった鉱山長（渋沢仁之助氏），左は全遭難者を慰霊するものである．
間に見える角塔婆は，平成 12（2000）年に地元有志により挙行された噴火百周年遭難
者慰霊祭において設置されたものである．今年はこの噴火災害発生後120年にあたる．
この災害から改めて学び，今後の防災・減災につなげることで，多くの被災者の方々
への鎮魂としたい．

 （写真・ 文：伊藤順一　産総研地質調査総合センター 活断層・火山研究部門）
Memorial monuments for the Adatara Volcano July 17, 1900 eruption in Fukushima Pref., NE Japan. Photo and Caption by  ITOH Jun’ichi

cover photo安達太良山 1 9 0 0 年 7月 1 7日噴火の慰霊碑，福島県耶麻郡中ノ沢温泉神社
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